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1.環境経営方針 
当社は、お客様の求める新たな価値を創造する集団として、 

社 是 「 熱 心 」 
のもと、石灰事業、及びリサイクル事業を通して循環型社会の形成に貢献します。 

環境経営方針は 5つの行動指針に基づき、実行していきます。

行動指針 
1）我社は、全社員が一丸となり環境課題について取り組みます。 
2）環境関連法規及びお客様との約束を遵守します。 
3）二酸化炭素排出量、廃棄物量、水及び化学物質使用量の削減に努めます。 
4）継続的改善を通して環境負荷の軽減に努めます。 
5）環境に配慮した商品・技術を通じて循環型社会の形成を目指します。 

制定： 2020 年 9 月 2 日 
改訂：2021 年 9 月 21 日 
上田石灰製造株式会社 
丸上興業株式会社

代表取締役社長 上田 和男 

2.組織の概要 
1) 会社概要 

事業者名： 上田石灰製造株式会社 
  丸上興業株式会社（関連会社） 

代表者 ： 代表取締役 上田 和男 

創業 ： 明治 23 年（1890 年） 

設立 ： 昭和 23年 5月 

資本金 ： 1 億円 

所在地 ： 
【上田石灰製造（株）】  

本社  〒503-2213 岐阜県大垣市赤坂町 3751   
   TEL：0584-71-1133（代） FAX：0584-71-5161 
   URL：http://www.uedalime.co.jp/ 
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昼飯工場 〒503-2216 岐阜県大垣市昼飯町 1290-1   
久瀬工場 〒501-0706 岐阜県揖斐郡揖斐川町西津汲 1438-1  
市橋工場 〒503-2211 岐阜県大垣市南市橋町 1287   
金生鉱山 〒503-2216 岐阜県大垣市昼飯町 1290-1   
久瀬鉱山 〒501-0706 岐阜県揖斐郡揖斐川町西津汲
研究所  〒503-2213 岐阜県大垣市赤坂町 4232   
九州工場 〒849-4282 佐賀県伊万里市東山代町里 359-4  

 （2022 年 12 月新設）  （伊万里市企業活動支援センター内） 
【丸上興業（株）】 
 赤坂工場 〒503-2213 岐阜県大垣市赤坂町 4289-5 

連絡先 ： 環境担当役員  取締役  野田 一成 TEL：0584-71-1133  
環境管理責任者 部長  久保 尚弘 TEL：0584-71-0407  
担当者   係長  松波 景子 TEL：0584-71-0407  

事業規模： 年商 65 億円 
【従業員数】 合計 183 名（2023 年 4月時点、請負除く） 
上田石灰製造（株） 
本社 昼飯工場 久瀬工場 市橋工場 金生鉱山 久瀬鉱山 研究所 九州工場 計 
39 名 82 名 6 名 13 名 8 名 3名 21 名 2 名 174 名

丸上興業（株） 
赤坂工場 計 

9 名 9 名

【床面積】 延べ床面積 62,220m2

上田石灰製造（株） 
 本社 昼飯工場 久瀬工場 市橋工場 金生鉱山 久瀬鉱山 研究所 九州工場

工場等 － 37,700m2 2,647m2 1,632m2 13,846m2 100m2 － 451 m2

事務所 1,060m2 174 m2 60 m2 36 m2 60 m2 － 2,506 m2 －
丸上興業（株） 

 赤坂工場 
工場等 1,773 m2

事務所 175 m2

【生産量、産廃処理実績】 
生産量  合計 1,343,869 t（2022 年度実績） 
昼飯工場 久瀬工場 市橋工場 金生鉱山 久瀬鉱山 九州工場 丸上興業（株） 
250,871 t 43,190 t 30,355 t 966,153 t 42,008 t ＊稼働なし 11,292 t

（試行期間：2023 年 4 月～6月） 314 t
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産廃処理実績 合計 2,991 t（2022 年度実績） 
 久瀬工場 丸上興業（株） 
収集運搬量 （許可なし） 実績なし
中間処理量 1,249 t（全量再資源化）

陶磁器くず 920 t
焼却灰   328 t

1,742 t（全量再資源化）
廃油  249 t
汚泥 1,493 t

【主要設備一覧】 
拠点名 主要設備 

本社 エアコン、営業車 
昼飯工場 焼成炉 5 基、消化設備 2 台、トラックスケール 2 台、廃熱ボイラー1 台、コンプレ

ッサー6台、充てん・包装機 2台、破砕機、篩、フォークリフト 
久瀬工場 破砕乾燥設備 2 台（うち１台 中間処理用）トラックスケール 1 台、重機類、フォ

ークリフト 
市橋工場 熱風炉 2 基、造粒機、乾燥機 2 台、篩、包装機 1 台、コンプレッサー4 台、フォー

クリフト 
金生鉱山 破砕機 3 台、篩 6 台、シックナーフィルタープレス（廃水処理設備）、重機類、ダ

ンプ 1台、散水車 1台、トラックスケール 1台 
久瀬鉱山 破砕機 3 台、篩 1台、シックナーフィルタープレス（廃水処理設備） 
九州工場 フォークリフト、デカンター（油水分離装置）、エアコン 
研究所 乾燥機、電気炉、ガス炉 
丸上興業（株） 中間処理施設 2 台（混練機、破砕選別機各 1 台）、フォークリフト、重機類、収集

運搬車両 1台 

2) 認証・登録の対象組織・活動（段階的認証登録） 

登録組織名： 上田石灰製造株式会社 
対象事業所： 上田石灰製造株式会社 
   昼飯工場、久瀬工場  （以上 2021 年度認証登録） 
   市橋工場、金生鉱山、久瀬鉱山（以上、2022 年度認証登録） 
   本社、研究所、九州工場 （以上、2023 年度認証登録） 
  丸上興業株式会社 
   赤坂工場   （2021 年度認証登録） 
対象外 ： なし 
活動 ： 石灰及び肥料に関連する製品の製造・販売、フロンの破壊または 

再生処理及び産業廃棄物の中間処理、再資源化製品の製造・販売 
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3) 事業の紹介 

石灰石の採鉱、選鉱 ドロマイト鉱石の採鉱、選鉱

生石灰・消石灰の製造 
軽焼ドロマイトの製造 
石灰石・ドロマイト製品の製造 
再資源化製品の製造 
フロン類の破壊

産業廃棄物の中間処理 
ドロマイト鉱石・炭酸カルシウム等の
粉砕乾燥

肥料の製造

産業廃棄物の中間処理 
再資源化製品原料の製造

半導体副産物の油水分離 

管理業務（総務、経理、調達）
営業 

金生鉱山 

昼飯工場 

久瀬鉱山 

久瀬工場

市橋工場 

フロン類の再生 
新商品開発 
品質分析 
品質保証 

研究所 

九州工場 

本社 
丸上興業（株） 

大垣 久瀬 

九州 
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4) 組織体制表 
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5) 職務権限表 
役割 責任と権限

社長 環境経営に関する統括
環境経営方針の策定、見直し及び従業員への周知 
環境経営目標の承認 
環境経営目標及び計画の達成状況の評価と指示 
内部監査の統括 
環境経営レポートの承認 
環境担当役員の任命 

トップマネジメント
（経営会議） 
参加者：全取締役 

EA21 に必要な資源の準備
組織の状況及びリスクと機会の明確化 
抽出された経営リスク、部門課題に関する意思決定 

進捗会議 各事業所より社長への報告（＊）
報告事項：事業所ごとの目標及び計画の達成状況及び進捗状
況の評価結果 

      経営リスク、事業所の課題 
経営リスク、事業所の課題の審議 等 
＊各事業所の報告担当者 

昼飯工場   担当役員、工場長、次長
金生鉱山   担当役員、鉱山長、課長
久瀬鉱山   担当役員、鉱山長、課長
市橋工場   担当役員、工場長
久瀬工場   担当役員、工場長
九州工場   担当役員、工場長
研究所    担当役員、EMR、品質保証部長
本社     担当役員、総務課長
丸上興業（株）担当役員、工場長

環境担当役員 EA21 の構築、推進
環境経営目標の確認 
環境経営計画（全社版）の承認 
EA21 運用状況の全体に関する社長及びトップマネジメントへの
報告 
報告事項：目標及び計画の達成状況及び進捗状況の評価結果 
     経営リスク、経営課題 

改善の必要性の有無 
内部監査の結果 

環境管理責任者の任命 
内部監査主任監査員の任命 
環境経営レポートの確認 

内部監査主任監査員 内部監査実施計画の立案
内部監査チームの編成 
内部監査の実施及び全体の進捗管理 
環境担当役員への内部監査の結果の報告 

内部監査チーム 内部監査実施計画に基づく監査の実施
EA21 の実施状況の客観的観察、不適当、改善点の抽出 
主任監査員への内部監査の結果報告 
是正処置の進捗確認（チームリーダー） 
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環境管理責任者
（EMR） 

EA21 の構築、推進、管理
環境関連法規に基づく遵守評価の結果の承認 
環境経営目標の立案 
環境経営計画（全社版）の立案 
環境経営計画書の承認 
MS委員会の統括 
EA21 運用状況の全体に関する環境担当役員への報告 
報告事項：目標及び計画の達成状況及び進捗状況の評価結果 
     経営リスク、経営課題 

改善の必要性の有無 
内部監査の結果 

内部監査主任監査員の任命 
環境経営レポートの確認 

事務局 EMRの補佐、MS委員会の事務局
EA21 活動の運用 
運用事項例：環境活動の各事業所実績の集約、集計、周知 

環境関連の外部コミュニケーションの窓口 
外部審査の計画、実施、報告 
環境経営レポートの作成、公開化 
文書管理、その他事務手続き等

MS委員会 社内の方針確認、相互情報共有化
環境経営目標の立案の協議 
EA21 における活動の協議、又は決定 
EA21 における実績の報告、確認及び評価 
参加者：各部門の長（取締役を除く係長以上の役職者で、工場長を含

む） ＊以下、単に「部門長」と呼ぶ

各事業所責任者 各事業所における担当者の任命
事業所内の EA21 における活動の実行、管理 
活動例：環境経営方針の周知 

従業員に対する教育・訓練の実施 
環境関連法規に基づく遵守評価の実施及び結果の報告 
環境への負荷の自己チェック及び環境への取組の 

自己チェックの実施   
環境経営計画書の立案及び実施、達成状況の報告 
拠点内に適用される手順書の承認 
想定される事故及び緊急事態への対応手順の決定 
事故・緊急事態への対応訓練の実施とその記録化 
問題点の発見と是正処置、予防処置の発行

各事業所の担当者
（各事業所責任者に
任命された者） 

事業所内の EA21 における活動の実行、管理
活動例：事業所責任者の補佐 

事業所内各部門の情報の集約 
事務局と事業所の連絡窓口 
必要な手順書の作成と手順書に基づいた活動の実施 
文書管理 等

部門長 環境経営計画書に基づく活動の実施
品質目標管理表への EA21 活動の落とし込み（必要に応じて） 
MS委員会への参加 
必要な手順書の作成と手順書に基づいた活動の実施 
文書管理 等 

全従業員 環境経営方針、目標、計画及び環境関連法規に基づく活動の実
施 
環境経営方針の理解と EA21 の重要性の理解 
自主的、積極的な EA21活動への協力、参加とルールの遵守
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6) 許可の内容 

産業廃棄物処分業（中間処理） 
上田石灰製造（株） 久瀬工場 
岐阜県 第 0212201205 号 
許可年月日：令和5年 4月 27日  有効期限：令和 10年 4月 26日 

燃
え
殻

紙
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

金
属
く
ず

廃
油

○*1  ○*1～4 ○*4 ○*4

*1 石綿含有廃棄物であるものを除く 
*2 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く（陶磁器くずは適用除外） 
*3 自動車等破砕物を除く 
*4 水銀製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く 

丸上興業（株） 赤坂工場、昼飯工場 
岐阜県 第 02121138206 号 
許可年月日：令和5年 7月 3日  有効期限：令和 9年 9月 20 日 

燃
え
殻

紙
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

金
属
く
ず

廃
油

 ○*6 ○*1～3,5,6 ○*4 ○*4 ○*1,4 ○*1,3,4 ○*1,3,5,6 ○*4
*1 石綿含有廃棄物であるものを除く 
*2 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く（陶磁器くずは適用除外） 
*3 自動車等破砕物を除く 
*4 水銀製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く 
*5 水銀使用製品産業廃棄物を除く 
*6 廃石膏ボードに付着したものに限る 
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産業廃棄物収集運搬業 
丸上興業（株） 赤坂工場、昼飯工場 
岐阜県 第 02111138206 号 
許可年月日：令和5年 4月 16日  有効期限：令和 10年 4月 15日 

燃
え
殻

紙
く
ず

ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー

ト
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず

鉱
さ
い

ば
い
じ
ん

汚
泥

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

金
属
く
ず

廃
油

 ○*4 ○*4 ○*1・4
○ 

*1・3・4

○ 
*1・3・4 ○*4

*1 石綿含有廃棄物であるものを除く 
*2 工作物の新築、改築又は除去に伴って生じたものを除く 
*3 自動車等破砕物を除く 
*4 水銀製品産業廃棄物及び水銀含有ばいじん等を除く 

事業の範囲 積替え、保管を含む（許可品目全てに対して） 
所在地  岐阜県大垣市昼飯町字花岡山 1238 番 39 外 1筆 

  保管面積 178.35m2

  保管上限 262.35m3

  保管高さ 該当なし 
 保有車両 2t 平ボディトラック 1台 
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7) 産業廃棄物中間処理工程 

当社では、受け入れた産廃を全量再資源化しています。 
上田石灰（株）久瀬工場 
施設の種類 粉砕・乾燥施設（1台） 
施設の設置場所 岐阜県揖斐郡揖斐川町西津汲 1438 番 1 外 52筆 
処理能力  

燃え殻      55.52 t/日（6.94 t/時間） 
 ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず 48.72 t/日（6.09 t/時間） 
 鉱さい      94 t/日（11.75 t/時間） 
 ばいじん     61.36 t/日（7.67 t/時間） 

収集運搬業者

受入、保管 

粉砕・乾燥 

マニフェスト報告 
（中間処理、最終処分） 

製品保管、計量、出荷 

・燃え殻 
・ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず
・鉱さい 
・ばいじん

燃料 

排ガス 

全量再資源化 
（2次マニフェストの発行なし） 

上田石灰製造（株）久瀬工場 

土質改良剤 

ばい煙測定 
（2回/年） 

磁選 

工程検査 

騒音測定 
（1回/月） 

振動測定 
（1回/6 か月） 
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丸上興業（株）赤坂工場
施設の種類 混合施設（1台）
施設の設置場所 岐阜県大垣市赤坂町花岡山 4289 番 5、6
処理能力 96 t/日（4 t/時間）

（汚泥、廃プラスチック類、金属くず、廃油、鉱さい、ばいじん）

収集運搬業者

・汚泥 
・廃プラスチック類
・金属くず 
・廃油 
・鉱さい 
・ばいじん 

受入、保管 

混合 

計量・梱包 

保管、出荷 

受入材梱包材 廃プラスチック類 

金属くず 

有価売却 

マニフェスト報告 
（中間処理、最終処分） 

全量再資源化 
（2次マニフェストの発行なし） 

丸上興業（株）赤坂工場 

鉄鋼用資材 
（還元剤、昇熱剤） 

品質検査 

造粒、篩

品質検査

騒音測定 
（1回/月） 

振動測定 
（1回/6 か月） 

産廃処理 
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施設の種類 破砕選別施設（1台）（2023 年 7月新設） 
施設の設置場所 岐阜県大垣市昼飯町字花岡山 1238 番 39 外 3 筆 
処理能力 43.44 t/日 

（紙くず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず）

収集運搬業者

・廃石膏ボード

受入、保管 

破砕選別 

計量・梱包 

保管、出荷 

紙くず 金属くず 

有価売却 

マニフェスト報告 
（中間処理、最終処分） 

全量再資源化 
（2次マニフェストの発行なし） 

丸上興業（株）昼飯工場 

品質検査 

篩 

品質検査

騒音測定 
（1回/月） 

振動測定 
（1回/6 か月） 

石こう粉 石こう粉 
（3mm以上）

土質改良剤 （ダンボール中紙として再資源化）

産廃処理 
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3.環境経営目標 
[資源・廃棄物などの削減目標] 

取組項目 単位 基準年実績 中長期計画
2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 

CO2排出量削減 
＊原単位 

対象事業所合計

kg-CO2/t 

＊本社及び
 研究所は
kg-CO2/人

基準値 1.00％削減 1.99％削減 2.97％削減 
88.75 － － 86.11

昼飯工場 407   403    399    395   
久瀬工場 47.10   46.63   46.16 45.71
市橋工場 71.71 － 70.28 69.58
金生鉱山 2.12 － 2.08 2.06
久瀬鉱山 4.80 － 4.70 4.66
本社 1,689.52 － － 1639.34
研究所 4317.13 － － 4188.91
九州工場 （稼働前） － － 実績集計
丸上興業（株） 8.93 8.84 8.75 8.67

水使用量の削減 
対象事業所合計

m3 基準値 1％削減 2％削減 3％削減 
137,733 － － 133,601

昼飯工場 77,093 76,322 75,551 74,780
久瀬工場 1,584 1,568 1,552 1,536
市橋工場 1,499 － 1,469 1,454
金生鉱山 53,679 － 52,605 52,069
久瀬鉱山 0 － 0 0
本社 0 － 0 233
研究所 240 － － 3,225
九州工場 3,325 － － 実績集計
丸上興業（株） 313  310  307  304

産業廃棄物の排出量 
削減 

対象事業所合計

t 基準値 1％削減 2％削減 3％削減 
1,784  － － 1,730  

昼飯工場、金生鉱
山 

1,676  1,659  1,642  1,626  

久瀬工場 0(2.0)    2.0    2.0    1.9
市橋工場 77.8 － 76.2 75.5
久瀬鉱山 測定なし － 0.01 0.01
本社 4.2 － － 4.1
研究所 44.3 － － 42.9
九州工場 （稼働前） － － 実績集計
丸上興業（株） 28.0   27.7   27.4 27.1

化学物質の使用量 kg 基準値 適正管理 適正管理 適正管理 
昼飯工場 197 ＊監視項目 ＊監視項目 ＊監視項目 
市橋工場 0 ＊監視項目 ＊監視項目 ＊監視項目 
研究所 29,069 ＊監視項目 ＊監視項目 ＊監視項目 
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[有益な事業]環境に配慮した製品開発と環境サービスの向上 
取組項目 基準年実績 中長期計画

2020 年度 2021 年度 2022 年度 2023 年度 
リサイクル製品の販売拡大 8,282t/年 － － 17,112 t/年 
フロン破壊に関するサービスの改善 二者監査・行

政による指摘
なし 

適正管理 適正管理 適正管理 

再生フロンに関するサービスの改善 試験運用 事業確立 － 再生フロン量
の向上 

受入産廃のリサイクル率 100％ 
（久瀬工場、丸上興業（株）） 

100％ 100％ 100％ 100％ 

［その他］リスク低減
コンプライアンス体制の強化 － － － 審査指摘の 

全件是正完了
－ － － 教育訓練の 

拡充 
 ＊ CO2排出量の目標値は総排出量の原単位で管理しています。分母は次の通りです。
【全社及び本社、研究所以外の事業所】 
2020 年度生産量 ： 全社 1,233,682ｔ、昼飯工場 252,394t、久瀬工場 46,809t、丸上興業(株) 9,273t 

市橋工場 32,078t、金生鉱山 852,991t、久瀬鉱山 40,137t 
【本社、研究所】 
2020 年度在籍者数 ： 本社 39 人、研究所 19 人 

 ＊ 電気使用量のCO2排出係数は、2019 年度中部電力の 0.426（調整後）を使用しています。 
 ＊ 産業廃棄物排出量について、一般廃棄物の排出量については現状把握中です。 
 ＊ 化学物質使用量は製品添加剤としてのものであり、燃料使用分については CO2 排出量の項目で

管理しています。 
 ＊ 久瀬工場の産業廃棄物排出量について、2020 年度は排出がありませんでしたが、排出頻度の見

直しを行ったことによる定期排出が見込まれるため、基準値は 2t/年と設定しています。 
 ＊ 久瀬鉱山の産業廃棄物量について、単独での廃棄がないため、、2020 年度は計測がありません。 
 発生量がごく少量であることから、暫定的に目標値を 0.01t と設定しました。 
＊ 産業廃棄物排出量について、いずれの事業所も鉱業廃棄物量は含みません。 
＊ 再生フロンに関するサービスの改善について、2021年度までは昼飯工場の管理の元活動してお

りましたが 2022 年度より営業部の管理となりましたので、2022 年度の活動の対象からは外し、
2023 年度に再開しました。 
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4.環境経営目標の実績 
[CO2削減目標] 

取組項目 単位 基準年実績 2022 年度 2023 年度 
2020 年度 目標 評価 目標（6月） 評価 

実績 4-6 月実績
CO2排出量削減 
＊原単位 

kg-CO2/t 

＊本社及び 
 研究所は 
kg-CO2/人 

基準値 1.99％削減 （参考） 2.97％削減  
88.75 86.87 －

81.77 －
昼飯工場 407   398.9 △ －

413.5 －
久瀬工場 47.10 46.16 ○ －

43.33 －
市橋工場 71.71 70.28 △ －

71.26 －
金生鉱山 2.12 2.08 ○ －

1.93 －
久瀬鉱山 4.80 4.70 ○ －

4.01 －
本社 1690 － 409.84 △ 

－ 447.40 
研究所 4317.1 － 1047.23 △ 

－ 1101.59 
九州工場 
（2022.12～） 

実績なし
（稼働前）

－ 実績集計 ○ 
－ 1.47 

丸上興業（株） 8.93 8.74 ○ －
7.06 －

参
考
値

CO2排出量 
（総量） 

kg-CO2 109,336,770 109,886,690 －

昼飯工場 102,749,891 103,737,200 －
久瀬工場 2,204,865 1,871,367 －
市橋工場 2,300,153 2,163,210 －
金生鉱山 1,806,215 1,866,518 －
久瀬鉱山 192,782 168,651 －
本社 65,891 － 17,449
研究所 82,025 － 23,133
九州工場 実績なし － 460
丸上興業(株) 82,761 79,744 －

液体燃料使用量 kL 33,806 35,934 －
昼飯工場 33,068 35,177 －
久瀬工場 109 126 －
市橋工場 626 631 －
金生鉱山 0 0 －
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久瀬鉱山 4 0 －
本社 0 － 0
研究所 0 － 0
九州工場 実績なし － 0
丸上興業(株) 0 0 －

固形燃料使用量 t 3,373 1,972 －
昼飯工場 2,895 1,622 －
久瀬工場 477 350 －
市橋工場 0 0 －
金生鉱山 0 0 －
久瀬鉱山 0 0 －
本社 0 － 0
研究所 0 － 0
九州工場 実績なし － 0
丸上興業(株) 0 0 －

電気使用量 kWh 20,719,472 19,687,835 －
昼飯工場 15,798,364 15,105,433 －
久瀬工場 1,337,778 1,396,829 －
市橋工場 1,406,295 1,164,171 －
金生鉱山 1,693,521 1,780,816 －
久瀬鉱山 174,313 173,258 －
本社 55,703 － 9,303
研究所 184,484 － 48,412
九州工場 実績なし － 533
丸上興業(株) 69,014 67,328 －

ガソリン使用量 L 73,320 60,811 －
昼飯工場 10,970 17,033 －
久瀬工場 1,521 1,803 －
市橋工場 21,800 21,100 －
金生鉱山 2,619 2,283 －
久瀬鉱山 626 1,130 －
本社 17,900 － 5,647
研究所 1,423 － 388
九州工場 実績なし － 90
丸上興業(株) 16,460 17,461 －

軽油使用量 L 503,027 529,175 －
昼飯工場 30,218 25,267 －
久瀬工場 7,690 7,562 －
市橋工場 0 0 －
金生鉱山 417,727 453,174 －
久瀬鉱山 41,870 38,138 －
本社 0 － 0
研究所 0 － 0
九州工場 実績なし － 0
丸上興業(株) 5,522 5,034 －
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都市ガス使用量 km3 263 238 －
昼飯工場 263 238 －
久瀬工場 0 0 －
市橋工場 0 0 －
金生鉱山 0 0 －
久瀬鉱山 0 0 －
本社 0 － 0
研究所 0 － 0
九州工場 実績なし － 0
丸上興業(株) 0 0 －

LPG使用量 kg 825 543 －
昼飯工場 505 430 －
久瀬工場 29 40 －
市橋工場 88 32 －
金生鉱山 0 0 －
久瀬鉱山 0 0 －
本社 122 － 26
研究所 45 － 4
九州工場 実績なし － 1
丸上興業(株) 36 41 －

灯油（暖房用） L 8,550 7,622 －
昼飯工場 4,289 3,827 －
久瀬工場 1,679 1,746 －
市橋工場 1,653 1,453 －
金生鉱山 387 432 －
久瀬鉱山 84 164 －
本社 107 － 0
研究所 0 － 0
九州工場 実績なし － 0
丸上興業(株) 351 0 －

[資源・廃棄物などの削減目標]

取組項目 単位
基準年実績 2022 年度 2023 年度

2020 年度
目標 

評価
目標（6月）

評価
実績 4-6 月実績

水使用量の削減 m3 基準値 2.0％減 （参考） 3.0％減 
137,733 131,485 －

167,753 －
昼飯工場 77,093 75,551 △ －

96,244 －
久瀬工場 

1,584
1,552 ○ －
1,341 －

市橋工場 
1,499

1,469 ○ －
1,046 －

金生鉱山 
53,679

52,605 △ －
68,602 －
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久瀬鉱山 
0

0 ○ －
0 －

本社 
240

－ 58 △ 
－ 80

研究所 
3,325

－ 806 ○ 
－ 156

九州工場 実績なし
（稼働前）

－ 実績集計 ○ 
－ 3

丸上興業（株） 
313

307 △ －
520 －

産業廃棄物の排出量
削減 

t 1,830 1,730 （参考） －
710 －

昼飯工場 
金生鉱山 

1,676 1,642 ○ －
580 －

久瀬工場 0
（2.0）

2 ○ －
0 －

市橋工場  78 76 ○ －
49 －

久瀬鉱山 0
（測定なし）

0 ○ －
0 －

本社 4 － 1 ○ 
－ 0

研究所 44 － 11 ○ 
－ 3

九州工場 実績なし
（稼働前）

－ 実績集計 ○ 
－ 0

丸上興業（株） 28 27 × －
81 －

化学物質の使用量 kg （参考） （参考） （参考）
昼飯工場 197 165 －

市橋工場 0 35 －

研究所 29,069 － 13,951
[有益な事業]環境に配慮した製品開発と環境サービスの向上 

取組項目 
基準年実績 2022 年度 2023 年度 

2020 年度 
目標 

評価 
目標（6月）

評価 
実績 4-6 月実績

リサイクル製品の販売拡大 8,282 t － 2,583 t △ 
2,202 t 

フロン破壊に関するサービスの改善 二者監査・行
政による指摘
なし 

適正管理 ○ －
適正管理 －

再生フロンに関するサービスの改善 試験運用 －  数値目標なし
受け入れ産廃のリサイクル率維持 
（中間処理実績量） 

基準値 維持 ○ －

100％ 100％ －
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（丸上興業） （3,053t） 100％ 
（1,742ｔ） 

－

＊ 認証取得済の 6 事業場（昼飯工場、久瀬工場、丸上興業、市橋工場、金生鉱山、久瀬鉱山）に
ついては 2022 年度実績を、試行期間の３事業場（本社、研究所、九州工場）については 2023
年度 4-6 月実績をそれぞれ評価しています。 

＊ 評価基準は次の通りです。 
 ○：１００％達成、△：５０-１００％未満、×：５０％未満、－：未実施（該当なし）
＊ CO2排出量の実績値は総排出量の原単位で管理しています。分母は次の通りです。

2020 年度 全事業所 1,233,682t、昼飯工場 252,394 t、久瀬工場 46,809 t、市橋工場 32,078 t、金生
鉱山 852,991 t、久瀬鉱山 40,137 t、丸上興業(株) 9,273 t、九州工場 実績なし 

 本社 39 人、研究所 19 人 
2022 年度 全事業所 1,343,869 t、昼飯工場 250,871 t、久瀬工場 43,190 t、市橋工場 30,355 t、 

金生鉱山 966,153 t、久瀬鉱山 42,008 t、丸上興業(株) 11,292 t 
2023 年度（4-6 月）本社 39人、研究所 21 人、九州工場 314 t 

＊  電気使用量のCO2排出係数は次の通りです。 
2020 年度実績：2019 年度中部電力 0.426（調整後） 
2022 年度実績：2021 年度中部電力 0.388（調整後） 
2023 年度実績：本社、研究所 2022 年度中部電力 0.459（調整後） 
        九州工場 2022 年度九州電力 0.467（調整後） 

＊ CO2 排出量の総量及びその基になる個別の使用量の総量は、監視項目とし、目標管理は行って
いません。 

＊ 産業廃棄物排出量について、一般廃棄物の排出量については現状把握中です。 
 ＊ 化学物質使用量は製品添加剤、原料、または試験研究用であり、削減目標はありません。 

燃料使用分についてはCO2排出量の項目で管理しています。 
＊ 2023 年度の目標値に関して、実績が四半期分のため、2023 年度目標値から按分した、6 月時

点の目標数値を記載しています。 

[評価に対するコメント] 
・CO2 排出量の削減について、設備トラブル等により原単位が悪化した拠点もあるが、全
社的には原単位が向上した。今後さらに削減見込み。 
・水使用量に関して、昼飯工場での配管老朽化による漏水があったため、使用量が多くな
った。漏水は 2022 年 11 月に修理済であり、今後減少が見込まれる。また、市橋工場で
は地下水と上水のバルブ分離工事を実施。10 月以降使用量が大幅に減少した。 
・産業廃棄物の排出量に関して、久瀬工場では固形燃料の燃えがらを、市橋工場では集塵
ダストを再原料化することで産廃の発生量を抑制している。また、丸上興業では原料の
荷姿がフレコンのものが増加したため、産廃の排出量が増加した。昼飯工場では基準年
度（2020 年度）に炉修実施の影響で汚泥排出量が多かったため、目標に対して大幅な減
少となっている。 



22 

5.環境経営計画と実績、今後の取組 

項
目

環境経営計画と実績 評
価

今後の 
取組内容 計画 実績 

昼飯工場（2022 年度）
CO2 電気 省エネファン能力維持 当初の省エネ効果と比較 ○ 一部液体燃料の

CO2排出係数実
測中、係数見直
し予定 

倉庫空調負荷低減 壁、天井の張替（4月） ○ 
場内照明 LED化 計 14 か所（4～8月） ○ 
蛍光灯操作盤への節電表示 各所へ掲示実施 ○ 
変電設備点検 点検実施（10 月） ○ 

ガソリン エコドライブ 10 の推進 社有車車内記録簿に 
リーフレット常備 

○ 

水 水使用量チェック（毎月）
による節水意識向上 

メーターチェック（毎
日） 
異常水量発生時の調査 
週報、月報作成 

○ 

今後も活動継続 

洗車等への循環水利用 循環水利用継続 ○ 
廃棄物 ごみの分別 廃棄物置場巡視（1 回/

日） 
廃棄物置場チェック表に
よる確認 

○ 

一般ごみを目標
に掲げる 

クレームによる製品回収 
撲滅 

クレームによる返品なし
○ 

化学物質 適切な保管管理 問題なし ○ 今後も活動継続 

フロン破壊 法令を遵守した破壊方法と
環境測定 

適正破壊実施継続 
・排ガス測定実施 
（全炉：1～5、7 号） 
DXNs 全て基準値内 
(基準値 1.0ng-TEQ/m3) 

○ 

今後も活動継続 

久瀬工場（2022 年度）
CO2 液体燃料 破砕乾燥設備の生産調整 問題なし ○ 今後も活動継続 

固形燃料 固形燃料の入荷確保 問題なし ○ 
電気 設備能力の確保（原価低

減） 
問題なし 

○ 

ガソリン・
軽油 

アイドリングを無くす アイドリングストップ 
表示 

○ 

灯油 不要な暖房を控える 問題なし ○ 
水 蛇口への節水表示 問題なし ○ 今後も活動継続 

廃棄物 燃え殻の再資源化 燃え殻が溜まり次第再資
源化開始可能 

○ 
今後も活動継続 
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項
目

環境経営計画と実績 評
価

今後の 
取組内容 計画 実績 

市橋工場（2022 年度）
CO2 液体燃料 造粒能力向上 造粒能力向上 ○ 製品品質への影

響も確認しなが
ら、乾燥温度の
適正化を図る 

乾燥温度下限設定の引下げ 造粒能力向上に伴い乾燥
効率が低下した 

△ 

電気 夜間操業時間の削減 造粒能力向上に伴い夜間
操業減 

○ 

ブラインドを開け採光確保 事務所にて実施 ○ 
事務所蛍光灯の LED化 3 月実施 ○ 

ガソリン アイドリングストップの 
掲示、呼びかけ 

問題なし 
○ 

LPG 給湯器温度を低く設定 
（春～夏は水）

冬期期間の温度「低」設
定の掲示と呼びかけ ○ 

灯油 不在時はストーブを消す 午前、午後に消されてい
るかチェック 

○ 

水 節水表示 敷地内の水道に「節水」
表示 ○ 

今後も活動継続 

廃棄物 集塵ダストの再原料化 実施中 ○ 今後も活動継続 

化学物質 適正管理 運用徹底中 ○ 今後も活動継続 

金生鉱山（2022 年度）
CO2 電気 無人時の消灯、 

エアコンの設定温度表示 
問題なし 

○ 
今後も活動継続 

ガ ソ リ
ン・軽油 

エンジンをかけたまま車両
から離れない 

問題なし 
○ 

灯油 長時間不在時の暖房のつけ
っぱなし禁止 

問題なし 
○ 

水 循環水の利用 
（各所散水設備、洗車場）

問題なし 
○ 

今後も活動継続 

洗車回数の削減、 
洗車時の節水 

問題なし 
○ 

漏水点検（1回/年） 問題なし ○ 

久瀬鉱山（2022 年度）
CO2 電気 こまめな消灯 実施中 ○ 今後も活動継続 

ガ ソ リ
ン・軽油 

不要なアイドリングの停止 実施中 ○ 

灯油 暖房のつけっぱなし禁止 実施中 ○ 
廃棄物 歩留まり向上のための精鉱

大塊化 
維持している 

○ 
今後も活動継続 

分別の徹底 維持している ○ 
無包装、簡易包装の選択 購入品に選択肢なし ○ 
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項
目

環境経営計画と実績 評
価

今後の 
取組内容 計画 実績 

丸上興業（株）（2022 年度）
CO2 電気 休憩時間の照明OFF 問題なし ○ 今後も活動継続 

ガ ソ リ
ン・軽油 

アイドリングの削減 問題なし ○ 

LPG 使用時以外は元栓を閉める 問題なし ○ 
灯油 事務所内温度管理 

（冷房 26℃、暖房 20℃） 
問題なし 

○ 

水 雨水使用による節水活動 問題なし ○ 今後も活動継続 

廃棄物 ごみの分別 問題なし ○ 今後も活動継続 
工場内の整理整頓 問題なし ○ 

鉄くずの再資源化 
（有価売却） 

ドラム缶再資源化 
実績 86.94 t 

○ 

産廃処理 リサイクル率 100％ リサイクル率 100％ ○ 今後も活動継続 

本社（2023年 4～6月）
CO2 電気 夏・冬のエアコン使用制限 夏場制限なし × 今後も活動継続 

クールビズ・ウォームビズ
呼びかけ 

クールビズ実施（5/1
～）

○ 

ガソリン エコドライブ呼びかけ 営業部への呼びかけ 
（6 月） 

○ 

LPG 夏場の使用抑制 1F 給湯器の元栓を 
閉めた 

△ 

灯油 ファンヒーターの使用制限 （対象期間外） －
水 水道設置場所に「節水」表

示 
活動実績なし 

× 
表示、呼びかけ
を実施予定 

節水呼びかけ実施 計画が実施できなかった × 
廃棄物 書類廃棄時の仕分け 

減量化 
書類廃棄なし 

－
今後も活動継続 

2in1 印刷・裏表印刷の呼び
かけ 

経理部で2in1印刷、元帳
裏表印刷の実施 

○ 

リサイクル製品
の販売拡大

部門目標に従って拡販活動 発注機関、施工業者、受
注業者への PR実施 △ 

今後も活動継続 

コンプライアン
ス強化

必要資格の明確化・適切な
選任と人材育成の体制確立

未実施 
× 
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項
目

環境経営計画と実績 評
価

今後の 
取組内容 計画 実績 

研究所（2023 年 4～6月）
CO2 電気 昼休み、社員不在の部屋の

消灯 
実施中 

○ 
今後も活動継続 

残業時間の低減 問題なし ○ 
事務所の室温管理 
夏季 28℃、冬期 20℃ 

外気温度も考慮し細目に
エアコン設定 

○ 

LPG 4-10 月のガス給湯器使用
停止（業務上必要な場合は
除く） 

通常手洗いは水使用 
○ 

水 節水の呼びかけ実施 節水の呼びかけ実施 ○ 節水のポスター
掲示予定 節水ポスター掲示 未実施 × 

廃棄物 有価物と産廃の分別  鉄くずの回収場所掲示 
△ 

周知徹底を進め
る 

化学物質 保管場所の掲示 各部門での薬品保管場所
確認 

△ 
全箇所への掲示
を進める 

フロン再生 品質目標に準じて業務向上 問題なし ○ 今後も活動継続 

九州工場（2023 年 4～6月）
CO2 電気 休憩時間の消灯 休憩時間照明OFF ○ 今後も活動継続 

ガソリン アイドリングの削減 こまめにアイドリング
OFF 

○ 

LPG 使用時以外は元栓を閉める 使用時以外はガスの元栓
を閉めた 

○ 

水 手洗い時にこまめに蛇口を
閉める 

手洗い時にこまめに蛇口
を閉めた 

○ 
今後も活動継続 

廃棄物 ごみの分別 分別を継続的に行い少量
に抑えることができた 

○ 
今後も活動継続 
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6.環境関連法規の順守状況の確認・評価結果と違反、
訴訟等の有無 

法令名 

拠点別該非 （○：該当、－：非該当） 評
価
結
果（

○
、
△
、×

）

昼
飯
工
場

久
瀬
工
場

市
橋
工
場

金
生
鉱
山

久
瀬
鉱
山

本
社

研
究
所

九
州
工
場

丸
上
興
業
（
株
）

環境保全協定書（大垣市） ○ － ○ － － － － － － ○ 
環境保全計画書（赤坂西町） － － － － － － － － ○ ○ 
鉱山保安法 ○ － － ○ ○ － － － － ○ 
大気汚染防止法 鉱

山
保
安
法

に
て
管
理

○ ○ 鉱
山
保
安
法

に
て
管
理

－ － － － ○ 
水質汚濁防止法 － － － － － － ○ 
騒音規制法 ○ ○ － ○ － ○ ○ 
振動規制法 ○ ○ － ○ － ○ ○ 
公害防止組織法 － ○ ○ － － － － － － ○ 
公害健康被害の補償等に関する法律 ○ ○ ○ － － － － － － ○ 
廃棄物処理法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 
資源循環促進法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
消防法 ○ ○ ○ ＊ － ○ ○ ○ ○ ○ 
計量法（計量証明事業者） ○ － － － － － － － － ○ 
浄化槽法 ○ ○ ○ ＊ － － － － ○ ○ 
下水道法 － － － － － ○ ○ － － ○ 
フロン排出抑制法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ 
高圧ガス保安法 ○ － － － － － ○ － － ○ 
家電リサイクル法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 
省エネ法 ○ 昼飯工場（生産管理課）にて一括管理 － ○ 
地球温暖化対策の推進に関する法律 ○ 昼飯工場（生産管理課）にて一括管理 － ○ 
PRTR 法 ○ － － － － － － － － ○ 
毒劇物取締法 ○ － ○ － － － ○ － － ○ 
労働安全衛生法 ○ ○ ○ 鉱山保安法

にて管理 
○ ○ ○ ○ ○ 

岐阜県公害防止条例 ○ ○ ○ － ○ － ○ △ 
岐阜県地球温暖化防止条例 ○ － － ＊ － － － － － ○ 
PCB 対策特措法 ○ 昼飯工場（プラント部）にて一括管理 － － ○ 
自然公園法 － ○ － － ○ － － － － ○ 
肥料法 － － ○ － － ○ － － － ○ 
放射性同位元素等の規制に関する法 － － － － － － ○ － － ○ 
大垣消防組合火災予防条例 ○ － ○ ＊ － － － － ○ ○ 
揖斐郡消防組合火災予防条例 － ○ － － ○ － － － － ○ 
＊：昼飯工場で一括管理（管理部門は下記の通り） 
     消防法、浄化槽法、大垣消防組合火災予防条例：事務課 
     岐阜県地球温暖化防止条例：生産管理課 
廃棄物処理法、フロン排出抑制法、岐阜県公害防止条例にて一部不適合が発見されたため、
現在是正対応中です。なお、行政処分、訴訟等は過去3年発生しておりません。 
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7.社会貢献 
当社は社会貢献の一環として、例年次のような活動を実施しています。 
 ・走行車両のスピードチェック（金生鉱山石灰石鉱業組合の一員として） 
 ・粉じん対策としての構内散水（昼飯工場） 
 ・赤坂地区のお祭りへの参加（コロナ禍のため開催自粛中） 
 ・赤坂地区の盆踊りの櫓組み（コロナ禍のため開催自粛中） 
 ・地域の資源回収への資源提供（丸上興業（株）） 

・地域住民への説明会開催、見学の受け入れ
 ・地域小学校への寄付金贈呈 
 ・地域小学校へのライン引き用炭酸カルシウム粉末提供 等 
今後も地域に貢献できる活動を取り入れて参ります。 

石灰焼成炉の操作室見学 

石灰の特性解説（簡易実験） 

包装工程の見学 

地元中学生の工場見学受入風景 

走行車両のスピードチェック風景 
大型車両の通行の多い産業道路で、通行車両が制限速度 30 kmを守って 
走行しているか、スピードメーターでチェックします。 
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8.トピックス
トピックス① 九州工場（七ツ島工業団地）新設の事業説明実施 
2022 年 12 月より伊万里市企業活動支援センター内で活動を開始した九州工場の事業

ですが、2025 年 1月より、七ツ島工業団地に移転して本格稼働を開始する予定です。 
2023 年 8 月 10 日に佐賀県伊万里市にて事業説明を実施しましたので、その資料から抜粋
してご紹介します。 
  同工場は、2023/8/18 付で日刊工業新聞様にもご紹介頂きました。 
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トピックス② 丸上興業（株）に石こうリサイクル工場新設 
2023年 7月より、丸上興業（株）に廃石こうボードのリサイクル工場を稼働開始しまし
た。破砕後の石こう粉は、生石灰と石こうを主成分とする石灰系土質改良剤（地盤固化剤）
の原料として供給されます。廃石こうボードから除去された金属類、紙くずについても、
リサイクルを可能としました。詳細はお問合せ下さい。 
 同工場は、2023/7/17 付で日刊工業新聞社様にもご紹介頂きました。 
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9.代表者による全体評価と見直し・指示 
3 年目の活動で、全社の活動となった。使用量を見える化したことで数値に疑問を持ち、
改善に繋がった事例が確認できた。そのような事例は積極的に表彰制度を取り入れるなど、
社員の意欲の向上につなげて欲しい。主体的な取り組みに繋がる工夫を求める。 
活動を通して使用量の“適正値”が見えてきた。現在全拠点一律で設定されている削減目
標の値から、それぞれの拠点に合った目標値で設定し直し、基準年の状況と比較して明ら
かな変化がある場合には、“適正値”での目標値に修正するなど、全社活動となったこのタ
イミングで全体的に一度見直して欲しい。 
また、環境マネジメントシステムを通して、産廃のリサイクル業を営んでいることに対
する「これが自分たち（自社）の価値である」という意識を醸成し、全従業員一人一人が
責任の自覚やプライドを持って活動を展開して欲しい。 
CO2 の排出量削減については時代の流れが非常に早く、顧客要求の推移も激しい。対応
できなければ淘汰されると考え、対応できるよう積極的に取り組むこと。 

《要求事項にある項目の変更の必要性》    
・環境経営方針の変更の必要性 → なし 
・環境経営目標の変更の必要性 → あり（次年度計画時） 
・環境経営計画の変更の必要性 → あり（次年度計画時） 
・実施体制の変更の必要性     → なし 


